
やわらかな春風受け
新市スタート！



の
支
流
で
あ
る
玉
川
に
沿
っ
た
地
帯
で
、
古

く
か
ら
県
南
の
交
通
の
要
衝
で
す
。

　
さ
ら
に
、
秋
田
新
幹
線
や
秋
田
自
動
車
道

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
・
道
路
の
結
節

点
と
し
て
拠
点
機
能
の
強
化
が
進
み
、
県
の

８
地
方
の
一
つ
で
あ
る
仙
北
地
方
の
中
心
と

し
て
国
や
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
面
積
は
８
６
６
・
68
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
山
林
・
原
野
が
３
分
の
１
、
田
畑

が
４
分
の
１
を
占
め
る
、
自
然
豊
か
な
農
業

地
域
で
あ
り
、
平
成
16
年
産
米
収
穫
量
は
県

内
一
を
誇
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
見
通
し
た

新
市
建
設
計
画
は
、
将
来
像
を
「
お
お
き
な

あ

す

せ
な
か
に
夢
を
乗
せ
、
未
来
に
羽
ば
た
く
元

気
な
ま
ち
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

　「
お
お
き
な
せ
な
か
に
」
と
は
、
合
併
８
市

町
村（
お
＝
大
曲
市
、
お
＝
太
田
町
、
き
＝
協

和
町
、
な
＝
中
仙
町
、
せ
＝
仙
北
町
、
な
＝

南
外
村
、
か
＝
神
岡
町
、
に
＝
西
仙
北
町
）の

頭
文
字
を
集
め
た
表
現
で
、
広
大
な
市
域
に

あ
る
豊
か
な
自
然
環
境
と
県
内
有
数
の
穀
倉

地
帯
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
９
万
６
０
５
９
人
、
世
帯
数
３
万
２

０
６
世
帯（
平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
）で
県

都
秋
田
市
に
次
ぐ
県
内
第
２
の
規
模
で
す
。

新
市
の
合
併
構
成
市
町
村
数
は
８
つ
で
、
同

時
に
合
併
し
た
由
利
本
荘
市
と
並
び
県
内
最

多
。

　
新
市
の
飛
躍
に
向
け
て
、
私
た
ち
市
民
の

力
で
確
実
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

仙北総合支所中仙総合支所西仙北総合支所

協
和
総
合
支
所

太
田
総
合
支
所

３



８
市
町
村
の
歴
史
引
き
継
ぎ  

大
仙
市  

ス
タ
ー
ト

　
３
月
22
日（
火
）、
午
前
６
時
30
分
か
ら
本

庁（
旧
大
曲
市
役
所
）で
、
今
野
正
彬
・
市
長

職
務
執
行
者（
旧
神
岡
町
長
）が
部
長
級
職
員

24
人
に
辞
令
を
交
付
。
そ
の
後
、
各
総
合
支

所
で
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
午
前
７
時
50

分
か
ら
は
各
庁
舎
で
一
斉
に
開
庁
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
曲
庁
舎
の
式
典
に
は
、
旧
８
市
町
村

長
、
市
職
員
な
ど
約
２
５
０
人
が
出
席
。
正

面
玄
関
に
取
り
付
け
た
新
市
銘
板
の
除
幕
に

続
き
、
今
野
市
長
職
務
執
行
者
が
「
地
域
間

の
均
衡
あ
る
発
展
と
融
和
を
図
り
な
が
ら
、

合
併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
責
務
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
花
火
を
合
図
に
旧
８
市
町
村
長

を
は
じ
め
、
本
間
智
・
仙
北
地
域
振
興
局
長
、

仲
村
力
夫
・
元
大
曲
市
議
会
議
長
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
。
や
わ
ら
か
な
春
風
を
受
け
な
が
ら

新
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
大
仙
市
は
仙
北
平
野
の
中
央
部
に
位
置

し
、
東
方
に
奥
羽
山
脈
、
西
方
に
出
羽
丘
陵

が
縦
走
し
、
そ
の
間
を
流
れ
る
雄
物
川
と
そ

　
３
月
22
日（
火
）、
大
曲
市
、
神
岡
町
、
西
仙
北
町
、
中
仙
町
、
協
和
町
、

南
外
村
、
仙
北
町
、
太
田
町
の
８
市
町
村
が
合
併
し
、
新
市
「
大
仙
市
」

が
誕
生
し
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

人
口
９
万
６
０
５
９
人

県
内
第
２
の
都
市
誕
生

南外総合支所神岡総合支所

本庁・大曲総合支所
正面玄関の新市銘板の除幕式

２



　
平
成
の
大
合
併
は
各
市
町
村
が
抱
え
る
財
政
危
機

か
ら
の
脱
却
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
た
め
だ
け
の

「
窮
余
の
策
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

主
役
は
「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
」（
住
民
）で
あ
り
、
一
人
ひ
と

り
が
新
し
い
「
大
仙
市
」
を
こ
れ
か
ら
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
町
づ
く
り
は
、
自
ら
の
手
で
共
に
夢
を
語

り
・
育
み
・
創
造
で
き
る
大
仙
市
へ
。
そ
し
て
、「
合

併
し
て
よ
か
っ
た
な
」
と
言
え
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

市
民
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
私
は
太
田
町
立
と
し
て
、
太
田
中
学
校
最

後
の
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
大
仙
市
と

と
も
に
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
期
待
で
胸
の
鼓
動

が
高
く
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
。
私
が
大
仙
市
に
願
う
こ

と
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
輪
が
欠
け
る
こ
と
な

く
、
き
れ
い
な
円
を
描
く
日
が
来
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
町
制
50
年
の
中
で
は
ぐ
く
ん
で
き
た
温
か

い
心
、
深
い
き
ず
な
を
生
か
し
、
東
の
「
お
お
た
」
か

ら
大
仙
市
へ
希
望
の
光
を
注
い
で
い
け
た
ら
…
と
思

い
ま
す
。

清野 正治 さん
長野二日町・56歳

みず き

小松 瑞葵 さん
太田町斉内・15歳

● 私たちが届け出１番乗りでした ●

出　生　届

高橋 あみ ちゃん
（和合宝門清水）

　高橋慶幸さん、恭子さんご夫妻

の長女あみちゃんが出生届の第１

号です。

　あみちゃんは、３月19日に市内

病院で元気に誕生しました。

　恭子さんは、「名前の響きに負

けないくらいかわいくなってほし

いと思います」。また、慶幸さんは「元気に明るい子どもに育ってほ

しいです。そのためには、子どもが育ちやすい環境をみんなで築いて

いかなければなりません」と新しい家族に目を細めながら決意を新た

にしていました。

ナンバープレート

佐藤　宏 さん
（高関上郷上屋敷）

　大仙市の原動機付き自転車

のナンバープレート「１」を取

得した佐藤さんは、数多くの

バイクをコレクションしてお

り、その道ではちょっとした

有名人。今回は６台分のプ

レートを手に入れました。

　「大仙市の１番がほしかった

し、バイクの管理をする上で

も『１』という数字は管理しや

すい」と話す佐藤さんは、市内

でキーロック大曲を経営して

います。今回取得したプレートを並べると偶然にも「あ・い・か・

き」（合いかぎ）となったから不思議です。

　「行政区域が広くなったことがマイナスイメージに捉えられがちです

が、合併により出先機関が増え便利になったと思います。地域格差を

なくして均衡ある発展をしていただきたいと思います」。

小原 秀和 さん・琴美 さん
（大曲あけぼの町）

　５月に挙式するお二人は、新市誕

生に合わせて入籍を済ませました。

　「大仙市で１番目の届け出ですよ」

と言われ、信じられない表情をす

る二人。１番乗りを狙ったわけで

はなく、琴美さんの出身が由利本

荘市ということもあり、二人の出

身地が新市に生まれ変わる日に手

続きしようと窓口を訪れました。

　秀和さんは、「子どもから高齢者までやさしいまちになってもらい

たいと思います。そのために行政と地域が協力し支え合うまちづくり

が必要ですね」と新市へ期待を寄せてくれました。

婚　姻　届

５



８つの力を合わせ、均衡ある発展を望みます

市民からお祝いのメッセージをいただきました

　
平
成
の
大
合
併
で
も
地
域
は
ま
た
も
「
端
っ
こ
」
に

お
も
い
や
り

な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
思
像
の
心
は
い
つ
も

ま
ん
な
か

大
仙
の
中
心
で
あ
り
続
け
た
い
。
大
仙
の
恵
み
の
源

は
山
や
川
、
す
な
わ
ち
自
然
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

大
仙
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
田
舎
を
作
り
た
い
。

ふ
る
さ
と

　
地
名
は
変
わ
っ
て
も
「
大
仙
市
」
と
し
て
、
故
郷
を

愛
し
続
け
、
い
つ
ま
で
も
住
ん
で
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

佐々木喜美子 さん
土川市道・54歳

三浦 千佳 さん
大曲上大町・23歳

すぐる

高橋　駿 さん
神宮寺八石・14歳

　
３
月
22
日
、
ま
ち
の
名
称
が
神
岡
町
か
ら
大
仙
市

に
変
わ
り
ま
し
た
。「
大
仙
市
」
と
て
も
い
い
ひ
び
き

で
、
か
っ
こ
い
い
名
前
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
大
仙
市
と
い
う
か
っ
こ
い
い
名
前
と
と
も
に
、
私

も
か
っ
こ
い
い
人
に
な
り
た
い
で
す
。
私
が
考
え
る

「
か
っ
こ
い
い
人
」
と
は
、
つ
ら
い
こ
と
か
ら
逃
げ
な

い
人
。

　
こ
の
機
会
に
、
私
も
つ
ら
い
こ
と
か
ら
逃
げ
出
さ

ず
、
大
仙
市
に
負
け
な
い
く
ら
い
か
っ
こ
よ
く
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
仙
市
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
８
つ
の

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
生
ま
れ
た
大
仙
市
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
が
持
っ
て
い
た
す
ば
ら
し
い
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
さ
ら
に
良
い
ま
ち
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
期
待
と
一
緒
に
少
し
さ
び
し
さ
を
感
じ

る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
大
曲
市
内
の
小
学
校
で
、

社
会
の
授
業
時
に
行
っ
て
い
た「
私
た
ち
の
大
曲
市
」

の
終
了
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
大
曲
の
思
い
出
も

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

と
う
え
ん
め
い

　
陶
淵
明
の
作
品
の
中
に
「
桃
源
郷
」
と
い
う
名
の
理

想
郷
が
あ
り
ま
す
。
衣
食
住
が
満
た
さ
れ
、
人
々
の
心

も
温
か
く
豊
か
で
、
お
互
い
が
助
け
合
い
な
が
ら
生

活
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
市
も
こ
ん
な
理
想
郷
に

な
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
合
併
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
薄
ま
っ
た
り
、
個

人
の
税
金
等
の
負
担
が
増
え
た
り
、
私
に
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
こ
と
が
念
頭
に
あ
り
ま
す
が
、
旧
８
市
町

村
各
々
の
地
域
の
特
色
や
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
際
立
ち
、

豊
か
で
生
に
満
ち
た
理
想
郷
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

小林 千歳 さん
堀見内南福嶋・45歳

　
住
民
と
し
て
一
番
懸
念
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
。
今
年
は
例
年
に
な
い
大
雪

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
合
併
前
は
旧
市
町
村
の
除

雪
セ
ン
タ
ー
が
こ
ま
め
に
除
排
雪
作
業
を
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
冬
道
で
も
安
心
し
て
車
を
運
転
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ス
ト
面
を
考
え
る
と
今
後
民

間
委
託
に
な
る
事
業
が
増
え
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
最
低

限
、
私
た
ち
が
不
便
に
な
っ
た
と
感
じ
な
い
レ
ベ
ル

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

佐々木浩士 さん
南外上野・30歳

　
８
市
町
村
が
合
併
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
市
町
村
の

歴
史
、
文
化
を
大
切
に
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
活
気
あ

ふ
れ
る
大
仙
市
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
平
成
19
年
に
は
秋
田
「
わ
か
杉
」
国
体
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
軟
式
野
球
会
場
の
協
和
で
子
ど
も
た
ち
に
全

国
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
観
戦
さ
せ
、
一
歩
で
も
夢
に

近
づ
け
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
大
仙
市
を
訪
れ
る
多
く
の
み

な
さ
ん
と
交
流
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
思
い
出
深

い
す
ば
ら
し
い
国
体
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

佐川顕仁 さん
協和稲沢・23歳

４



３月22日任命されました

大仙市消防団

　　大仙市交通指導隊

　　　　大仙市防犯指導隊

－ 市民生活の安全と財産を守る －

消防団長

間 瀬 堅 一
（大曲）

大仙市消防団

【消防団長】間瀬堅一

【消防副団長】細谷正利、鈴木正雄、草�忠誠

大曲支団

【支団長】田中十九也

【副支団長】小原善市、今野久信

神岡支団

【支団長】佐藤一

【副支団長】佐藤一夫、石川悦朗

西仙北支団

【支団長】鳥羽武治

【副支団長】豊巻一男、菅原多賀雄

中仙支団

【支団長】高橋尊雄

【副支団長】児玉誠良、大畠清三郎

協和支団

【支団長】田村勉

【副支団長】伊藤作十郎、今武彦

南外支団

【支団長】今野恭男

【副支団長】伊藤誠一、加澤等

仙北支団

【支団長】佐藤�

【副支団長】伊藤弘、佐藤文一

太田支団

【支団長】高橋實

【副支団長】小松正、高橋剛　　　<敬称略>

大仙市交通指導隊

【 隊 長 】 伊藤正一

【副隊長】

村上貞夫（大曲）

今東雄（神岡）

佐藤和弘（西仙北）

高橋要（中仙）

進藤富美雄（協和）

今野恭男（南外）

竹村正資（仙北）

小松晃（太田）

　　　　<敬称略>

隊　長

伊 藤 正 一
（仙北）

会長職務代理者

細 谷 精 悦
（中仙）

会　長

児 玉 協 三
（大曲）

　
大
仙
市
東
部
・
西
部
農
業
委
員

会
第
１
回
総
会
が
３
月
22
日（
火
）

に
招
集
さ
れ
、
初
代
会
長
、
会
長

職
務
代
理
者
に
次
の
方
々
が
決
ま

り
ま
し
た
。
　
　
　
　<

敬
称
略>

大
仙
市

農
業
委
員
会

東　部　西　部　

会長職務代理者

進 藤 金 雄
（協和）

会　長

岡 田 修 治
（西仙北）

【 隊 長 】 高橋俊治

【副隊長】

高橋多喜夫（大曲）

佐藤一（神岡）

斎藤博（西仙北）

金子亮一（中仙）

進藤高夫（協和）

武藤一明（南外）

高橋勝巳（仙北）

鈴木長生（太田）

　　　　<敬称略>

大仙市防犯指導隊

隊　長

高 橋 俊 治
（大曲）

７



初
代
議
長
に
加
藤
勲
氏
、
副
議
長
に
鈴
木
辰
美
氏
を
選
任

平
成
17
年
第
１
回
大
仙
市
議
会
臨
時
会

加 藤　勲 議長

鈴木 辰美 副議長

各常任委員会の◎印は委員長、○印は副委員長

<敬称略>

　
大
仙
市
初
の
議
会
と
な
る
第
１
回
大
仙
市
議
会
臨
時
会
が
28
日
招
集
さ

れ
、
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
を
議
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
正
副
議
長
の
選
任
や
常
任
委
員
会
の
構
成
委
員
が
次
の
よ
う
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

総務常任委員会委員
◎大山 茂 （仙北）
○小笠原 悌二郎（協和）
佐々木 昌志 （西仙北）
佐藤 耕悦 （西仙北）
杉澤 千惠子 （大曲）
伊藤 晴敏 （西仙北）
千葉 次郎 （中仙）
伊藤 長一 （太田）
黒川 正義 （神岡）
佐藤 隆盛 （仙北）
�橋 清之助 （太田）
伊藤 行雄 （南外）
大坂 義徳 （大曲）
高橋 篤朗 （中仙）
佐藤 泰久 （南外）
鈴木 勝博 （大曲）
加藤 勲 （大曲）
今野 篤 （神岡）
小山 緑郎 （中仙）
三浦 孝一 （協和）
高橋 幸晴 （太田）
�貝 昌伸 （中仙）
長沢 典雄 （仙北）

企画常任委員会委員
◎門脇 一男 （太田）
○大野 忠夫 （神岡）
仲村 力夫 （大曲）
児玉 裕一 （大曲）
佐々木 秀治 （仙北）
齊藤 正俊 （大曲）
千葉 友悦 （中仙）
鈴木 長生 （太田）
佐々木 恒男 （南外）
藤嶋 次男 （大曲）
佐々木 十三夫（神岡）
冨岡 弘 （中仙）
加藤 正治 （協和）
藤田 君雄 （中仙）
大山 利吉 （仙北）
出原 武郎 （太田）
佐藤 清吉 （南外）
小山田 トシ （西仙北）
小松 重文 （中仙）
原 則雄 （仙北）
菅原 長左衛門（西仙北）
斉藤 博幸 （協和）
鈴木 辰美 （協和）

教育民生常任委員会委員
◎橋本 五郎 （協和）
○門脇 茂雄 （太田）
藤田 和久 （大曲）
高松 昭一 （大曲）
菊地 喜代司 （南外）
三浦 一夫 （中仙）
鈴木 清司 （協和）
佐々木 清二郎（南外）
能味 �一 （大曲）
武藤 清 （神岡）
田中 喜一郎 （神岡）
鎌田 正 （西仙北）
福原 信男 （太田）
大坂 猛夫 （大曲）
戸堀 實 （中仙）
今野 智 （協和）
小西 郁雄 （仙北）
鈴木 誠一 （仙北）
本多 良典 （太田）
後藤 昌伸 （西仙北）
大橋 秀 （西仙北）
大河 昇 （仙北）
三浦 圭光 （中仙）

健康福祉常任委員会委員
◎小松 栄治 （西仙北）
○土井 文夫 （仙北）
佐藤 文子 （大曲）
田中 孝悦 （神岡）
安部 寛治 （中仙）
佐々木 金治 （仙北）
伊藤 祐耕 （太田）
山崎 栄一 （大曲）
田村 一郎 （西仙北）
千葉 健 （中仙）
豊嶋 明 （協和）
熊澤 龍雄 （大曲）
三浦 泰治 （西仙北）
伊藤 克輝 （太田）
畦田 健 （神岡）
伊藤 清 （南外）
茂木 隆 （協和）
佐々木 圭一 （南外）
加藤 孝悦 （協和）
長澤 春男 （太田）
斎藤 幸巳 （仙北）
佐々木 洋一 （中仙）

農林商工常任委員会委員
◎北村 稔 （大曲）
○�見 清俊 （南外）
今野 鴻業 （神岡）
小松 一義 （中仙）
進藤 聆爾 （協和）
川原 誠徳 （仙北）
�橋 照雄 （太田）
竹原 弘治 （神岡）
加藤 弥 （協和）
佐藤 孝次 （大曲）
伊藤 晴通 （西仙北）
鈴木 静男 （中仙）
工藤 修 （協和）
川原 忠夫 （仙北）
亀井 義信 （南外）
高橋 敏英 （大曲）
佐々木 與一 （西仙北）
小松 悦歩 （太田）
鈴木 孝篤 （大曲）
佐々木 忠雄 （西仙北）
高橋 一志 （仙北）
鈴木 馨 （太田）
高橋 長一郎 （中仙）

議会運営委員会委員
◎佐々木 昌志 （西仙北）
○高橋 篤朗 （中仙）
鈴木 清司 （協和）
齊藤 正俊 （大曲）
大野 忠夫 （神岡）
大野 清昭 （仙北）
田中 喜一郎 （神岡）
佐藤 泰久 （南外）

今野 智 （協和）
鈴木 孝篤 （大曲）
出原 武郎 （太田）
佐々木 圭一 （南外）
佐々木 忠雄 （西仙北）
高橋 一志 （仙北）
鈴木 馨 （太田）
高橋 長一郎 （中仙）

建設水道常任委員会委員
◎高橋 孝夫 （大曲）
○佐藤 勝美 （太田）
小山 誠治 （大曲）
渡邊 秀俊 （協和）
鈴木 三男 （神岡）
加藤 博康 （西仙北）
高橋 恵五郎 （仙北）
�橋 喜悦 （南外）
菊地 幸悦 （大曲）
大野 清昭 （仙北）
進藤 文五郎 （協和）

藤谷 一誠 （大曲）
佐藤 芳雄 （南外）
佐藤 一 （神岡）
信田 勇一 （中仙）
佐々木 公憲 （西仙北）
木元 正一郎 （中仙）
草� 忠誠 （中仙）
松本 博 （仙北）
鈴木 隆太郎 （太田）
岡田 博介 （西仙北）
小� 悦朗 （太田）

６



4
ご利用ください
高齢者・障害者の生活支援サービス

次の事業のお問い合わせは、各総合支所（大曲除く）市民課、大曲は本庁援護福祉課（本庁１階）です。

事業名

重度心身障害者児
移送費給付事業

人工透析通院者支援事業

身体障害者訪問
入浴サービス事業

対象者・サービス内容

身体障害者手帳１～３級（ただし３級は下肢・体幹・呼吸器・視覚のみ）療育手帳

Ａの交付を受けた方に、月２回以内でタクシーの初乗り料金（640円）を助成

人工透析の通院治療を受けている方で通院距離が10km以上の方に通院費を補

助。月額10～20km未満まで5,000円、20km以上は10,000円

身体障害者手帳所有者で、寝たきりの状態にある在宅者に入浴機材を家庭に搬入

して入浴サービスを行う

◆障害者への生活支援◆

◆高齢者への生活支援◆

事業名

食の自立支援事業

軽度生活援助事業

生活管理指導員派遣事業

生活管理指導
短期宿泊事業

自立支援通所事業

家族介護用品支給事業

寝具類洗濯乾燥
消毒サービス事業

訪問理美容サービス事業

家族介護慰労金事業

家族介護者ヘルパー
研修受講支援事業

介護予防デイ
サービス事業

はり・きゅう・マッサージ
施術費助成事業

対象者・サービス内容

おおむね65歳以上の一人暮らし、高齢者のみの世帯及び障害者で、調理が困難

な方に食事を自宅まで配達します。週３回以内で自己負担額は１食につき200円

おおむね65歳以上の一人暮らし、高齢者のみの世帯で、日常生活上の援助が必

要と認められる方の外出の付き添い、炊事、買物、掃除、家周りの手入れ、修繕、

その他の日常生活の援助を行います。年間52回以内で自己負担額は１回１時間

当たり200円

要介護認定において自立と認定された65歳以上で日常生活に関する支援等が必

要と認められる方に、介護予防のため日常生活に関する支援を行うホームヘル

パーを派遣します。週２回以内で１回１時間未満とし、自己負担額は１回１時間

当たり要支援の１時間未満の額の１割

基本的な生活習慣が欠けていたり、社会への適応が困難な方（おおむね65歳以上

の介護保険の対象とならない方）に、特別養護老人ホームでショートステイを行

い、日常生活の指導や体調管理を行います。年14日以内で自己負担額はショー

トステイの要支援の額の１割及び食材費

おおむね60歳以上で要介護状態になるおそれのある方（介護保険の対象とならな

い方）に、介護予防のためデイサービスセンター等において日常生活の指導や体

調管理を行います。自己負担額はデイサービスの要支援の額の１割及び食材費

要介護４及び５と認定された高齢者を在宅で介護されている方に、介護用品を購

入できる支給券を交付します。非課税世帯は年間75,000 円以内、課税世帯は

60,000円以内

おおむね65歳以上の一人暮らし、高齢者のみの世帯及び身体障害者のみの世帯

で、寝具の衛生管理が困難な方に布団の洗濯、乾燥、消毒をします。自己負担額

はサービスに要する経費の１割

おおむね65歳以上で理美容院に出向くことが困難な方が、在宅での理美容が受

けられます。年６回以内。出張料を助成するもので、１回につき2,500円が上限

市民税非課税世帯に属する要介護４及び５の高齢者で申請日の前月の末日前１年

間介護保険のサービスを利用していない方を在宅で介護している家族に、慰労金

（10万円）を支給します

現に家族を介護している方、過去に介護していた方に、３万円を上限にヘルパー

研修受講料の一部を助成します

おおむね60歳以上の要介護状態になるおそれのある方及び要支援の方に、筋肉

トレーニング等各種トレーニングを行います。自己負担額は１回につき500円

満65歳以上の方に、年24回分（１回分1,000円）の施術券を交付します

９



１
対
象
事
業
者

　
市
内
に
主
た
る
事
務
所
ま
た
は
住
所
が

あ
っ
て
、
市
の
等
級
格
付
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
な
い
事
業
者（
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、

経
営
組
織
及
び
作
業
員
数
等
は
問
い
ま
せ
ん
）

２
登
録
で
き
る
修
繕
の
種
類

①
土
木
一
式
②
大
工
③
左
官
④
電
気
設
備（
照

明
灯
）⑤
給
排
水
衛
生
設
備
⑥
板
金
⑦
ガ
ラ
ス

⑧
塗
装
⑨
内
装
仕
上
げ
⑩
建
具
⑪
畳

※
登
録
を
希
望
す
る
修
繕
は
、
自
ら
施
行
で
き

る
業
種
と
し
て
く
だ
さ
い（
一
括
下
請
負
は
で

き
ま
せ
ん
）

３
受
付
期
間
・
時
間

４
月
18
日（
月
）か
ら
28
日（
木
）ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

４
提
出
書
類

①
大
仙
市
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
申
請
書

②
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書（
直
前
１
年
分
）

③
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要

な
資
格
証
、
許
可
証
等
の
写
し

④
法
人
の
場
合
／
商
業
登
記
簿
謄
本（
３
カ
月

以
内
）、個
人
の
場
合
／
住
民
票（
３
カ
月
以
内
）

５
申
請
書
の
提
出
方
法

記
載
内
容
を
説
明
で
き
る
方
が
持
参

６
有
効
期
間

５
月
16
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

７
審
査
結
果

５
月
16
日
ま
で
に
文
書
で
連
絡

８
申
請
書
配
布
、
受
け
付
け
先

　
各
総
合
支
所
　
総
務
課
会
計
班

（
大
曲
地
区
に
つ
い
て
は
契
約
検
査
課
契
約
班
）

　市では、大仙市に居住し住民登録している、満２歳未満児を

養育する保護者に対し、月額１万円を支給します。申請が必要

ですので、ご注意願います。

◆手当の額等 /子ども１人につき月額１万円

◆支給時期 /６月・10月・２月とし、それぞれの支給時期の前

月分までを支給

◆持参するもの /印鑑・振込先口座番号

【問い合わせ・申請】

本庁児童家庭課子育て支援班（内線173・174）または各総合

支所（市民課福祉班）まで

1
月額１万円を支給します
すこやか子育て手当

　子どもが病気中または病気回復期で、保育所や幼稚園で

の集団保育が困難な期間、家庭で看病する方がいない場合、

子どもを一時的に施設に預けることができます。

◆対象年齢／生後２カ月以上で、保育園・幼稚園に入園中

の幼児、小学１年生から３年生までの就学児童

◆対　　象／病気中または病気回復期で、医療機関による

入院治療の必要はないが、安静の必要があり集団保育が難

しい幼児・児童

◆実施施設／吉村クリニック（戸蒔谷地添71-1）

　　　　　　　080-5577-0566
◆利用期間／休日を除いて連続７日以内

2
子育てと就労の両立を支援
乳幼児健康支援一時預かり事業

※子どもの健康状態と保護者の状況により、延長することができます

◆利用金額／１日につき1,000円（生活保護世帯は無料）

【問い合わせ】

本庁児童家庭課子育て支援班（内線173・174）まで

3
発注金額130万円以下の
小規模修繕の契約希望者を募集

　市では市内小規模事業者の受注機会を確保し、市内経済の活性化を図るため、市が発注する小規模修

繕（内容が軽易で、かつ、履行が容易であると認められるものであって、金額が130万円以下のもの）の

契約希望者を募集します。

【問い合わせ】

本庁契約検査課契約班（内線324・325）まで

３月中に配布した「大仙市民ガイド」49ページの「大曲市立中学校」は「大仙市立中学校」、
54ページの「東北運輸局」は「東北整備局」の誤りでした。訂正しておわびします。

◆訂正とおわび◆ ８
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●全国花火競技大会「大曲の花火」
　全国から選抜された花火師たちがその技と華麗

さを競い合う、歴史・規模とも日本一の花火大会で

す。夜空に咲く美しい光の華が、会場を訪れた大観

衆を魅了します。

（８月第４土曜日　雄物川河川敷）

●新作花火コレクション
　全国の若手花火作家たちが打ち上げる創造性あ

ふれる新作花火の競演。雪の残るゲレンデ、早春

の澄み切った夜空とシチュエーションも最高です。

（３月下旬土曜日　大曲ファミリースキー場ゲレンデ）

●大曲新人音楽祭コンクール
　平成元年から始まったクラシック若手音楽家

たちの登竜門。ピアノ、声楽、弦・管・打楽器

の３部門で演奏・審査が行われます。

（１月上旬　大曲市民会館）

B
rig
h
tn
ess

水
A
q
u
a

●川を渡るぼんでん
　毎年、10数本のぼんでんが渡し舟で雄物川を渡

り、対岸の伊豆山神社に奉納されます。一面の銀世

界の中、ぼんでんが川面に映える様は幻想的な雰囲

気を醸し出します。

（２月11日　花館地区の雄物川河畔）
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今
号
か
ら
、
８
地
区
の
情
報
を
紹
介
す
る

「
総
合
支
所
便
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
大
曲
総
合
支
所
か
ら
の
紹
介
で

す
。

　
江
戸
時
代
に
は
宿
場
町
だ
っ
た
大
曲
。
明

治
維
新
以
降
に
雄
物
川
の
舟
運
が
盛
ん
に

な
っ
て
く
る
と
、
仙
北
地
方
の
物
資
の
集
散

地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
38

年
に
奥
羽
本
線
が
開
通
。
物
資
の
輸
送
は
陸

路
が
主
に
な
っ
て
行
き
、
舟
運
は
徐
々
に
姿

を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
大
曲
地
区
が
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
29
年
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
時
で
す
。
大

曲
町
と
花
館
村
、
内
小
友
村
、
大
川
西
根
村
、

藤
木
村
、
四
ツ
屋
村
の
１
町
５
村
が
合
併
し

大
曲
市
に
。
翌
30
年
に
は
角
間
川
町
が
編
入

し
現
在
の
形
に
至
り
、
昨
年
に
は
市
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
秋
田
県
南
部
、
仙
北
平
野
の
中
央
に
位
置

し
、
奥
羽
山
脈
の
雪
解
け
水
を
た
た
え
た
玉

川
や
丸
子
川
、
鮭
が
の
ぼ
る
長
流
・
雄
物
川

が
流
れ
る
風
光
明
媚
な
土
地
柄
で
、
秋
田
新

幹
線
、
秋
田
自
動
車
道
、
国
道
13
号
な
ら
び

に
１
０
５
号
と
、
陸
路
・
鉄
路
に
お
け
る
結

節
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
曲
市
民
会
館
、秋
田
県
立
農
業
科
学
館
、

産
業
展
示
館
な
ど
文
化
施
設
も
多
く
、
26
日

に
竣
工
式
を
迎
え
る
総
合
公
園
大
曲
球
場
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
大
曲
地
区
は
音
楽
の
「
音
」
、
花
火
の

「
光
」、
河
川
の
「
水
」
が
地
域
づ
く
り
の
テ
ー

マ
で
し
た
。
現
在
も
そ
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　「
音
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
今
年
で
17
回
目

を
迎
え
た
「
大
曲
新
人
音
楽
祭
コ
ン
ク
ー

ル
」。
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と
し
て
、
全
国

各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
、
そ
の

知
名
度
が
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　「
光
」
の
代
表
は
、
ま
さ
に
大
曲
の
代
名
詞

と
な
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
、
全
国
花
火
競
技

大
会
「
大
曲
の
花
火
」
で
す
。
そ
の
伝
統
と

参
加
花
火
師
の
技
術
の
高
さ
で
、
全
国
に
誇

る
夏
の
風
物
詩
で
す
。
ま
た
、
N
P
O
法
人

大
曲
花
火
倶
楽
部
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
「
新
作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
も
、
早
春

を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。

　「
水
」
の
行
事
と
し
て
は
、
県
内
の
ぼ
ん
で

ん
行
事
で
は
唯
一
、
ぼ
ん
で
ん
が
舟
で
川
を

渡
る
花
館
地
区
の
「
川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん
」

が
あ
り
ま
す
。
雪
景
色
の
中
、
鮮
や
か
な
ぼ

ん
で
ん
が
川
を
渡
る
姿
は
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
ま
す
。
ま
た
、
田
植
え
後
の
季

節
に
行
わ
れ
る
「
鹿
島
流
し
」
な
ど
、
水
に

ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
角
間
川
盆
踊
り
、
鳥
子
舞
・

綱
引
き
な
ど
の
小
正
月
行
事
、
お
ば
こ
節
全

国
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

大
曲
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
大
曲
の
歴
史

■
現
在
の
大
曲

■
大
曲
の
催
事

●大曲地区人口統計(平成17年３月31日現在)
■人口＝38,617人(大仙市：96,059人)■世帯＝13,734世帯(大仙市：30,206世帯)■面積＝104.69㎢(大仙市：866.68㎢)
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長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
３
月
25
日（
金
）、
秋
田
県
立
大
曲
技
術
専
門
校（
佐
藤
芳

一
校
長
）の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
技
術
専
門
校
は
、
平
成
14
年
11
月
か
ら
大
曲
川
原
町
の

元
市
営
球
場
跡
地
に
建
設
を
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。敷
地

面
積
約
２
万
３
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、２
階
建
て
の
管
理

棟
、
平
屋
の
講
堂
・
体
育
館
、
実
習
棟
な
ど
か
ら
な
り
ま
す
。

　
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
２
年
間
の
高
度
な
職
業
訓
練
校
と

し
て
機
械
シ
ス
テ
ム
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
建
築
施
工

科
、
色
彩
デ
ザ
イ
ン
科
の
４
つ
の
科
か
ら
な
り
、
各
科
と
も

定
員
20
人
。専
門
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
た
実
践
技
術
者

を
育
成
し
ま
す
。こ
の
ほ
か
離
転
職
者
の
訓
練
コ
ー
ス
と
企

業
在
職
者
の
技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
も
設
け
、地
域
に

開
か
れ
た
学
校
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
交
通
安
全
呼
び
か
け
る

「
春
の
交
通
安
全
運
動
」

地
域
に
開
か
れ
た
専
門
校
を
目
指
し
て

「
秋
田
県
立
大
曲
技
術
専
門
校
」

「
急
が
ず
に
マ
ナ
ー
と
ゆ
と
り
で
交
通
安
全
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
６
日（
水
）か
ら
15
日

（
金
）ま
で
展
開
さ
れ
、大
仙
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は

運
動
初
日
午
前
７
時
半
か
ら
、Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
前
で
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
大
仙
警
察
署（
旧
大
曲
警
察
署
）、

大
仙
市
交
通
指
導
隊
、
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
、
大
曲
地

区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
な
ど
23
団
体
か
ら
約
50
人
が
参

加
。ミ
ニ
警
察
官
姿
の
大
曲
北
幼
稚
園
児
17
人
が
交
通
安
全

の
誓
い
を
述
べ
た
後
、
参
加
者
は
街
頭
に
出
て
、
無
事
故
を

願
っ
て
作
っ
て
も
ら
っ
た
「
あ
ん
パ
ン
」
と
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
た
チ
ラ
シ
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
学
途
中
の
学
生

に
手
渡
し
ま
し
た
。

大仙市第１号の満100歳
小松スヱノさん（太田町横沢）

　３月23日（水）、小松スヱノさんが大仙市と

して第１号の満100歳を迎えられました。

　真木苑に入所している小松さんは明治38

年生まれ。好き嫌いがなく何でも食べ、規則

正しい生活を送っています。

　３月29日（火）、99歳を迎えた竹村ヰノさ

んの白寿を祝う会が真森苑で開かれました。

　当日は、竹村さんのご家族がお祝いにかけ

つけたほか、入所者のみなさんも参加し、和

やかな雰囲気で会が行われました。

99歳おめでとう・白寿祝い
竹村ヰノさん（板見内一ツ森）

　3月15日（火）、満100歳の誕生日を迎えら

れた伊藤リヱさんに、記念品とお祝い金が贈

られました。

　リヱさんは明治38年生まれ。現在、家族と

ともに健やかな生活を送られています。

100歳おめでとう
伊藤リヱさん（南外下湯ノ又）
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３
月
27
日（
日
）、「
第
７
回
酒
遊
サ
ミ
ッ
ト
in
な
ん
が
い
」

が
大
仙
市
南
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
旧
南
外
村
が
、
特
産
品
の
地
酒
を
核
に
据
え

て
開
催
を
続
け
て
き
た
地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
。県
内
の
日

本
酒
フ
ァ
ン
お
よ
そ
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
楢
岡
焼
製
作
体
験
コ
ー
ス
」
と
「
お
も
し
ろ
発
掘
コ
ー

ス
」
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、
出
羽
鶴
酒
造
で
の
蔵
見
学
や

新
酒
の
試
飲
の
ほ
か
、楢
岡
陶
苑
で
焼
き
物
づ
く
り
や
窯
出

し
な
ど
を
体
験
。
ま
た
、
メ
イ
ン
の
交
流
会
で
は
、
こ
の
日

蔵
出
し
さ
れ
た
地
酒
「
楢
岡
城
」
を
は
じ
め
と
す
る
数
種
類

の
日
本
酒
や
、地
場
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
味
わ

い
深
い
料
理
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
、
参
加
者
は
、
凝
縮
さ

れ
た
田
舎
の
う
ま
み
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。

　
３
月
20
日（
日
）、横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
７
回
日
本
太

鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
に
、刈
和
野
大
綱
太
鼓
が
秋
田
県

代
表
と
し
て
昨
年
に
続
き
出
場
し
、
40
団
体
中
６
位
か
ら

16
位
に
与
え
ら
れ
る
「
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、太
鼓
の
会
メ
ン
バ
ー
の
小
学

校
３
年
か
ら
高
校
３
年
ま
で
の
男
女
14
人
。
週
３
日
、
毎
回

約
３
〜
４
時
間
の
厳
し
い
練
習
に
励
み
、
全
国
大
会
で
は
、

素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、一
糸
乱
れ
ぬ
力
強
い
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
太
鼓
の
会
の
高
橋
正
彦
会
長
は
、「
２
年
連
続
特
別
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
練
習
に
励
み
、
来
年
は
も
っ
と

上
を
狙
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
３
月
19
日（
土
）、大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
新
作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２

０
０
５
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
新
進
気
鋭
の
若
手
花
火
作
家
28
人
が
参
加
し
、早
春
の
澄
み
切
っ
た
夜
空
に

光
の
芸
術
を
描
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
19
・
20
日
の
両
日
に
渡
り
「
全
国

花
火
サ
ミ
ッ
ト
in
大
曲
２
０
０
５
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
の
構
成
団
体
は
大

曲
を
は
じ
め
と
し
た
10
県
の
11
団
体
で
、
花

火
の
前
進
的
テ
ー
マ
研
究
や
最
新
情
報
の
交

換
、
友
好
関
係
の
構
築
に
よ
る
「
日
本
が
世

界
に
誇
る
花
火
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
」

を
目
的
に
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催
に
な
り

早
春
の
夜
空
に
大
輪
の
花

「
新
作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
５
・
全
国
花
火
サ
ミ
ッ
ト
in
大
曲
２
０
０
５
」

地
酒
や
地
場
産
料
理
を
満
喫

「
第
７
回
酒
遊
サ
ミ
ッ
ト
in
な
ん
が
い
」

２
年
連
続
全
国
大
会
出
場

「
刈
和
野
大
綱
太
鼓（
西
仙
北
太
鼓
の
会
）」

ま
す
。

　
20
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
花
火

に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
活
性
化
」
に
定
め
、
大
会
開
催
地
間

の
連
携
と
交
流
を
よ
り
深
め
、花
火
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

か
ら
産
業
へ
と
位
置
づ
け
、花
火
に
よ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
づ
く
り
と
活
性
化
を
目
指
す
共
同
宣
言
を
決
議
し
ま
し

た
。

新
作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
金
賞
＝
北
日
本
花
火
興
業（
神
宮
寺
下
金
葛
）▽
銀
賞
＝
太

陽
堂
田
村
煙
火
店（
長
野
県
）▽
銅
賞
＝
片
貝
煙
火
工
業（
新

潟
県
）、
豊
橋
煙
火（
愛
知
県
）、
ホ
ソ
ヤ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ（
東
京
都
）▽
特
別
賞
＝
斉
木
煙
火
本
店（
山
梨
県
）
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　　　花見の季節
　　　観桜会開催中です
　５月中旬まで、大仙市役所前通

り一帯の桜並木(約 60本)を堤灯

やぼんぼりで飾っています。夜は

ぼんぼりに明かりをともしますの

で、ぜひご来場ください。

◆会場＝市役所前・大曲小学校前

◆照明時間＝午後６時～９時

【問い合わせ】

大曲総合支所地域振興課商工観光班

☎0187-63-1111（内線226）まで

　　　日本画
　　　高田玉穂・文雄父子展
　大仙市美術愛好会では春期展と

して田沢湖町在住で県展日本画で

父子で特選を受賞している高田玉

穂・文雄父子展を開催します。

◆期間＝４月29日（金）から５月

５日（木）まで

◆時間＝午前９時～午後９時

※５月２日（月）は休館日、５月５

日は正午まで

◆会場＝中仙市民会館（ドンパル）

【問い合わせ】

大仙市美術愛好会

千葉さん☎ 0187-57-2731まで

　　　大曲子どもつり大会
　　 ～集まれ！子ども太公望～
　第25回子どもつり大会の参加

者を募集しています。

◆期日＝５月14日（土）雨天決行

◆会場＝大仙市つり公園（飯田沼）

◆受付時間＝午前５時30分～

◆競技時間＝午前６時～10時

◆対象＝小・中学生

※道具は各自持参してください

【問い合わせ・申し込み】

大曲総合支所地域振興課商工観光班

☎0187-63-1111（内線226）まで

　　　大学生・短大生対象
　　　県育英会の奨学生募集
■秋田育英奨学生

◆応募資格＝①秋田県出身者②今

年４月に、文部科学省所轄の国・

公立・私立の大学、短期大学に入

学し、１年に在籍していること③

本会運営の学生寮に入寮していな

いこと

◆募集人員＝【国・公立大学】105

人【私立大学】136人

◆貸与月額＝【国・公立大学】

43,000円【私立大学】54,000円

◆貸付期間＝今年４月から本人の

　　　 安全・安心まちづくり
　　　 活動支援助成金
　秋田県では、町内会やPTAなど

の地域住民団体が取り組む防犯・

防災活動に対して30万円を上限

に支援する制度を実施しています。

◆申込締切日＝５月20日（金）

【問い合わせ】

秋田県県民文化政策課安全・安心

まちづくりチーム

☎ 018-860-1523まで

　　 　国民年金保険料を
　　 　完納しましょう
　平成16年度分の国民年金保険

料納付期限は４月28日です。

１．未納のままにしておくと、障

害年金や遺族年金を受給できなく

なることがあります。

２．納めた保険料は全額、社会保

険料控除の対象となります。

３．納付が困難な場合は保険料の

免除制度があります。

【問い合わせ・納付書再発行】

大曲社会保険事務所

☎ 0187-63-2295まで

在学する大学（短大）の正規の最短

修学年限

◆申込締切日＝４月26日（火）

■すこやか奨学生

◆応募資格＝①秋田県出身者で、

第３子以降の人②今年４月に、文

部科学省所轄の国・公立、私立の

大学、短期大学入学し、１年に在

籍していること③本会運営の学生

寮に入寮していないこと

◆募集人員＝250人

◆貸与月額＝60,000円、50,000

円、40,000円、30,000円の中か

ら希望する額

◆貸付期間＝今年４月から本人の

在学する大学（短大）の正規の最短

修学年限

◆申込締切日＝４月26日（火）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県育英会事務局

☎ 018-860-3552まで

15



４月15日（金）～５月５日（木）

都合により日程が変わる場合もあります
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秋田県知事・大仙市長選挙投票日
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲)☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：協和歯科診療所（協和）☎ 018-892-3166

　　　出稼ぎ帰郷者
　　　雇用保険特例受け付け
　雇用保険の離職票は、市役所、旧

役場に寄らずに直接ハローワーク

にお持ちください。出稼ぎから帰

られた方の特例一時金離職票の受

け付けは、次のとおりです。旧中

仙町の方はハローワーク角館での

受け付けとなります。

◆受付期間＝４月18日（月）から

５月13日（金）までの水曜日を除

く平日午後１時30 分から(５月

16日以降は月曜と木曜の週２回)

◆会場＝ハローワーク大曲別館１階

◆必要書類＝

離職票－１

　振込口座が登録されていない人

は口座名を記入の上、金融機関か

らの証明印が必要です。

離職票－２

求職申込書

　受付時間の 15 分前までにハ

ローワークから用紙の配布を受け

て記入してください。

※今まで市役所にあった出稼労働

者台帳は使用しません

【問い合わせ】

ハローワーク大曲

☎ 0187-63-0335まで

　　　５月の電気設備定期
　　　調査を実施します
　東北電気保安協会大曲事業所で

は、各家庭の電気設備を調査し、

結果をお知らせしています。

◆５月の調査対象＝【大曲地区】

大曲福見町、大曲あけぼの町

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

30

１

2

３

４

５

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

■人　口　96,059人

　　　男　45,659人

　　　女　50,400人

■世帯数　30,206世帯

（３/31現在）

八乙女さくらまつり
■八乙女公園・道の駅なかせん周辺の河川敷（～５月５日）

小松英典リサイタルチケット発売■大曲市民会館☎ 0187-63-8766
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：こまい歯科医院（大曲）☎ 0187-62-4189

大曲球場竣工式■午後０時30分～■大曲総合公園野球場

民謡民舞少年少女北東北大会■午前11時開演■大曲市民会館
日本画高田玉穂・文雄父子展■午前９時～■中仙市民会館（～５月５日）
休日外科当番医：大曲中通病院(大曲)☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：船木歯科医院（神岡）☎ 0187-72-3222

中仙さくらまつり踊りパレード■午後１時～■道の駅なかせん
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：ホワイト歯科医院（大曲）☎ 0187-86-3180

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：金子歯科医院（大曲）☎ 0187-63-7300

少年少女野球教室■午後１時～■太田球場サブグラウンド
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：角間川歯科医院（大曲）☎ 0187-65-3536

休日外科当番医：大曲中通病院(大曲)☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：井関歯科医院（大曲）☎ 0187-63-8100

平成16年度分国民年金保険料納付期限日

5/

みどりの日

憲法記念日

国民の休日

こどもの日

印鑑登録証切り替え■各総合支所市民課

大 仙 市 の 行 事 予 定

マギー司郎のお笑いマジックショーと北東北民謡公演チケット発売
■協和市民センター（和ピア）☎ 018-892-3820

大曲地区行政相談日■午前10時～■本庁市民ホール

次回広報は５月２日（月）に行政協力員にお届けします 14
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★歓迎レセプションに参加しませんか
　５月７日（土）午後６時からグランドパレス川端

（大曲浜町7-39・☎0187-62-0354）で行われる、
名球会及びＯＢクラブ選手の歓迎レセプション（立食形式）の

参加者を募集します。参加券をスポーツ振興課で販売してい

ますので、お買い求めください。

　レセプションでは記念撮影が自由となっていますので、撮

影を希望される方はカメラをご持参ください。

会　　費／3,000円

申込受付期限／４月25日（月）まで

申し込み先／スポーツ振興課

（大曲体育館内・☎ 0187-63-1122）
　　　　　　※会費を添えて申し込みください

★写真撮影会に参加しませんか
　５月８日（日）参加選手全員との写真撮影者を募集します。

　応募者多数の場合は抽選とし、申込者には後日抽選日を連

絡します。

募集人数／８組（ペア３組、ファミリー５組）

申し込み方法／官製はがきに連絡先のほか「ペア」「ファミ

リー」のどちらをご希望かを記入し投函

申込受付期限／４月25日（当日消印有効）まで

申し込み先／〒014-8601

　　　　　　ドリーム・ベースボール記念写真担当

①３月19日　②３月22日　③３月25日　　
応募方法　答え、郵便番号、住所、氏名（読み仮名明

記）、年齢、広報誌の感想や市への質問などをお書きの

上、〒014-8601 広報だいせん担当（住所不要）宛にお

送りください。締切は４月30日（消印有効）。また、ハ

ガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、Eメール

（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

問題 出生届の第１号高橋あみちゃんは
何月何日生まれでしょう？

５人の方々に図書カード1,000円分をプレゼント 1
▼
大
仙
市
が
誕
生
し
て
も
う
す
ぐ
１
カ
月
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
旧
市
町
村
の
長
い
歴
史
に
幕
を

閉
じ
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
へ
の
愛
惜
と
新
市
へ
抱

く
大
い
な
る
期
待
感
の
狭
間
で
、「
新
市
の
感
想
は
」

と
問
わ
れ
て
も
ま
だ
実
感
が
わ
か
な
い
状
態
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
▼
各
地
区
の
み
な
さ
ん
の
お
祝
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
か
ら
は
新
市
に
寄
せ
る
期
待
が
大
き
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
何
の
た
め
の
、
誰
の
た
め
の
合
併

な
の
か
。
基
本
に
今
一
度
立
ち
戻
る
こ
と
が
大
切
だ

▼
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
。

協
働
に
は
「
行
政
施
策
の
一
部
分
を
市
民
の
協
力
を

得
て
、
民
間
に
実
施
し
て
も
ら
う
」「
行
政
が
政
策

立
案
段
階
で
案
を
提
示
し
市
民
か
ら
意
見
を
聴
く
」

と
い
う
２
つ
の
側
面
が
あ
る
▼
み
ん
な
で
「
未
来
に

伝
統
を
継
ぐ
知
恵
を
出
そ
う
」。
私
た
ち
は
歴
史
や

伝
統
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
過
去
か
ら
の
問
い
か

け
と
、
将
来
を
ど
う
描
く
の
か
と
い
う
未
来
か
ら
の

問
い
か
け
を
同
時
に
含
ん
だ
立
場
に
い
る
。
合
併
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
に
す
ぎ
な
い
。
広
報
だ

い
せ
ん
は
、
行
政
情
報
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
、
そ
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
誌
面
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
で
あ

る
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
良
き
応
援
団
と
し
て（
し
）

多くのみなさんの観戦を
お待ちしています！！


